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よく考える人になろう  すすんで働く人になろう  ともに助け合う人になろう 

 

○ 今年度の開進第二中学校のスローガンは、「開二魂の復興」です。 
○ そして、合言葉は、「先手必勝」です。 

                             校長 牧 野 英 一 

 学校だより令和５年４月号では、令和５年度の始業式で生徒に話した内容を紹介させて

いただきます。 
 

１ 令和５年度のスローガン「開二魂の復興」 

  修了式でも伝えましたが、令和５年度のスローガンは「開二魂の復興」の復興です。 

私は魂とは、一人一人の「思いや願い」だと考えています。開二中の 15000 人以上の

卒業生一人一人が熱い「思いや願い」を込めて学校行事などに取り組み、その魂を伝統

として表情や後ろ姿で絆を復興していきましょう。 

今ここにいる私たちで、一度途絶えてしまった「開二魂」を復興しなければ、二度と

復興できないかもしれません。 

  ですが、どうすれば「開二魂」が復興できるのか、誰にもわかりません。どうすれば

「開二魂」を復興できるかはわかりませんが、私たちが、一瞬一瞬の出来事に「思いや

願い」を込めて、全力で取り組むことで「開二魂」を復興できるかもしれません。 

そのためには、「開二行事の復興」を実体験している、今ここにいる皆さんの力が、 

必要不可欠です。特に３年生、「開二魂の復興」は、これから皆さんが過ごす１年間の 

一瞬一瞬にかかっています。まずは、この後に歌う「校歌」に全力で取り組み、全力で

取り組むとどんな感覚になるか実感してください。そして、一瞬一瞬とその感覚を大切

にして、「開二魂の復興」を図りましょう。 

そして２年生は、３年生一人一人が全力で取り組む表情や後ろ姿から「思いや願い」

を感じ取り、自分たちの行動でぜひ、その絆を新入生に引き継いでください。 

  令和５年度は「開二魂の復興」に向け、「先手必勝」の意識で進んでいきましょう。 

 

２ 「開二魂の復興」を通して多様性を受容し共生する 

  先ほど、全力で取り組むという話をしましたが、ここで気を付けてもらいたいことが 

あります。それは、全力の出し方には多様性があるということです。人権作文について 

話をした際に、多様性とは、「ある集団の中で異なる特徴・特性を持つ人がともに共生 

すること。」と話しましたが、様々な仲間の多様性を受け入れながら、「開二魂の復興」 

をすることが大切です。そして、「開二魂の復興」を通して、10 年、20 年後の多様性・ 

国際化が遥かに進んだ時代の日本の中学校を見据えて、国際化に柔軟に対応し多様性を 

受容して共生し伝統を受け継ぎながら新しい時代の「開二魂」を築いていきましょう。 


